
各地区電友会だより（宮城）

議事提案・報告事項は
大きなスクリーンを使って説明

支部代表者舎模様

理事会開催模様

◎
支
部
代
表
者
会
開
催

5
月
2
6
日
、
N
T
T
五
橋
ビ
ル
に
お
い
て
地
区
電

友
会
代
表
者
並
び
に
宮
城
支
部
役
員
等
1
8
名
が
出
席

し
「
宮
城
支
部
代
表
者
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
寺
支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
議
長
に
小
牛
田

ク
ラ
ブ
の
伊
藤
事
務
局
長
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま

した。
・
平
成
2
7
年
度
事
業
報
告

・
同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

・
平
成
2
8
度
事
業
計
画
（
案
）

・
同
収
支
予
算
（
案
）

・
役
員
の
改
選

以
上
の
議
案
が
高
石
事
務
局
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
城
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
今

年
度
も
9
月
に
開
催
す
る
こ
と
で
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
五
ッ
橋
電
友
会
の
奥
野
洋
一
さ
ん

が
新
副
支
部
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
者
会
終
了
後
は
五
億
第
2
ビ
ル
食
堂
で
N
T

T
東
日
本
宮
城
事
業
部
の
幹
部
の
皆
様
を
お
招
き
し

懇
親
会
を
開
催
、
交
流
を
深
め
終
了
し
ま
し
た
。

・
会
長
表
彰
候
補
者
に
つ
い
て

・
熊
本
地
震
被
災
会
員
へ
の
支
援
に
つ
い
て

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
1
5
日
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
「
鳳
風
の
間
」

に
お
い
て
1
8
0
名
が
出
席
し
、
平
成
2
8
年
度
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、
は
じ
め

に
物
故
者
へ
の
黙
祷
が

行
わ
れ
、
「
三
つ
の
ね
が

い
」
の
唱
和
、
小
野
寺
会

長
の
挨
拶
の
あ
と
、
議
長

に
（
株
）
　
ミ
ラ
イ
ト
東
北

⑳
五
ッ
構
ク
ラ
ブ

◎
第
1
回
理
事
会
開
催

5
月
3
1
日
、
N
T
T
五
橋
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て

役
員
3
2
名
の
出
席
に
よ
り

平
成
2
8
年
度
第
1
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
次
の
事
項

に
つ
い
て
議
論
し
、
意
識

合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

・
平
成
謂
年
度
定
期
総
会

の
議
案
書
審
議

支
店
長
田
中
啓
行
様
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
仝
諌
案
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
事
務
局
か
ら
の
議
事
提
案
及

び
報
告
に
つ
い
て
は
会
場
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
よ
り
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
な
り
ま
し

た
。
続
い
て
本
年
上
期
に
賀
寿
を
迎
え
る
8
7
名
の
会

員
の
う
ち
総
会
に
出
席
し
た
1
7
名
の
方
々
へ
の
記
念

品
の
贈
呈
、
永
き
に
亘
り
副
会
長
・
常
任
理
事
・
地

区
担
当
常
任
理
事
・
地
区
担
当
役
員
と
し
て
活
躍
し

今
回
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
1
7
名
の
う
ち
出
席
さ
れ

た
1
2
名
の
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
、
新
会
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
2
部
に
は
ご
来
賓
に
N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業

部
幹
部
の
皆
様
を
は
じ
め
賛
助
会
員
企
業
代
表
の
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方
々
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
を
代
表
し
て
N
T
T
東
日
本
取
締
役
宮
城

事
業
部
長
の
柴
田
基
靖
棟
か
ら
N
T
T
の
現
状
等
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
（
株
）
　
T
T
K
代
表
取
締

役
社
長
土
肥
幹
夫
様
の
ご
発
声
に
よ
り
乾
杯
を
行
な

い
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。
楽
し
く
賑
や
か
に
懇
談

の
後
、
今
回
副
会
長
を
退
任
さ
れ
た
佐
藤
英
明
棟
に

よ
る
恒
例
の
楽
し
い
中
締
め
が
あ
り
、
次
回
例
会
で

の
再
会
を
誓
い
合
い
散
会
し
ま
し
た
。

様模会揺期定

⑳
仙
南
O
B
会

◎
第
3
0
回
定
期
総
会
開
催

時
期
　
平
成
2
8
年
4
月
2
日
1
1
時
～

場
所
　
ラ
ラ
さ
く
ら
会
館
（
大
河
原
町
）

総
会
開
催
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
白
石
川
沿
い
の
一

日
千
本
桜
も
開
花
宣
言
が
出
さ
れ
、
例
年
よ
り
1
週

間
程
度
早
い
開
花
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
会
員
数
1
1
3
名
中
4
5

名
の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続
い
て
、
N
T
T

東
日
本
宮
城
支
店
仙
南
サ
ー
ビ
ス
担
当
橋
本
支
店
長

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
、
中
で
も
設
備
部
門
の

故
障
修
理
担
当
が
近
々
協
力
会
社
へ
業
務
移
行
し
、

仙
南
ビ
ル
に
は
営
業
部
門
だ
け
が
残
る
よ
う
に
な
る

と
の
事
等
、
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
2
0
0
名
も
居
た
あ
の
時
代
を
懐
か

し
く
感
じ
、
又
寂
し
さ
も
感
じ
た
一
時
で
し
た
。

そ
の
後
、
長
寿
者
の
方
々
に
米
寿
（
1
名
）
、
喜

寿
（
5
名
）
、
古
希
（
1
名
）
　
の
順
で
千
葉
会
長
よ

り
お
祝
い
金
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
は
1
号
～
4
号
議
案
ま
で
順
調
に
進
行
し
ま

し
た
。
今
回
は
役
員
改
選
時
期
で
は
な
か
っ
た
が
得

田
副
会
長
よ
り
家
庭
の
事
情
で
降
任
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
3
月
開
催
時
の
役
員
会
に
依
頼
さ
れ
、
後
任
に

戸
田
忠
宏
氏
に
依
頼
し
了
解
を
得
て
、
総
会
の
場
で

参
加
者
全
員
に
伺
い
承
認
を
頂
い
た
。

総
会
終
了
後
、
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
、
大
黒
様

が
長
寿
者
の
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
山
形
・
秋
田
大
黒

舞
の
唄
に
合
わ
せ
て
賑
や
か
に
踊
り
を
披
露
し
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
も
次
々
と
続

き
あ
っ
と
言
う
間
に
終
了
時
間
と
な
り
、
秋
の
旅
行

の
再
会
を
期
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

時
期
　
平
成
2
8
年
4
月
2
日
1
0
時
～
1
1
時

場
所
　
ラ
ラ
さ
く
ら
会
館
（
大
河
原
町
）

講
師
　
N
P
O
法
人
ふ
ぁ
る
ま
・
ね
っ
と
・
み
や
ぎ

理
事
長
　
戸
田
　
紘
子
氏

演
題
　
「
健
康
と
薬
」
　
に
つ
い
て
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薬師の湯「ひまわり」にて
麻雀大会と懇親会

参
加
者
　
4
4
名
（
O
B
会
員
数
4
2
名
一
般
2
名
）

講
演
主
旨

高
齢
者
の
6
割
は
ど
の
人
が
健
康
食
品
を
利
用
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
と
の
事
。
確
か
に
テ
レ
ビ
・

新
聞
・
雑
誌
で
有
名
人
を
登
場
さ
せ
健
康
の
増
進
に

役
立
つ
よ
う
な
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
健
康
な
生
活
の
基
本
は
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
」
「
適
度
な
運
動
」
「
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
」

の
が
一
番
良
い
と
の
事
で
し
た
。

最
初
に
平
成
2
8
年
度
総
会
を
開
催
し
石
川
会
長
の

計
ら
い
で
2
7
年
に
活
躍
し
た
雀
士
に
年
間
賞
（
優
秀

骨
∵
ト
リ
プ
ル
賞
・
平
和
賞
・
U
P
U
P
賞
）
　
の

授
与
が
あ
り
、
そ
の
後
5
6
回
麻
雀
大
会
に
入
り
1
2
名

の
雀
士
が
腕
を
競
い
表
彰
式
後
、
お
互
い
の
健
康
と

健
闘
を
誓
い
合
い
盃
を
交
わ
し
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り
。

優
勝
　
鈴
木
　
勇
　
　
　
準
優
勝
　
千
葉
　
定
一

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

仙
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

時
期
　
平
成
2
7
年
1
1
月
1
1
日
1
3
時
～

場
所
　
角
田
中
央
公
園

秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
日
に
秋
の
大
会
を
2
1
名
（
新

会
員
3
名
）
　
の
参
加
者
を
迎
え
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
2
7
年
度
最
後
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
な
っ
た

た
め
角
田
市
内
の
喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
反
省

会
・
忘
年
会
？
を
実
施
し
、
2
8
年
4
月
の
再
会
を
誓

い
あ
っ
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り
。

優
勝
　
楢
葉
　
俊
一
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
昭
男

㈲
麻
雀
愛
好
会

時
期
　
平
成
2
8
年
3
月
1
0
日
1
0
時
～

場
所
　
白
石
市
　
薬
師
の
湯
「
ひ
ま
わ
り
」

⑳
大
崎
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
開
催
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平
成
2
8
年
度
、
第
3
9
回
定
期
総
会
を
4
月
2
6
日
に

大
崎
市
古
川
の
グ
ラ
ン
ド
平
成
で
6
0
名
の
出
席
で
開

催
し
ま
し
た
。
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
青
沼
会
長
の
挨

拶
、
ご
来
賓
の
N
T
T
東
日
本
－
東
北
古
川
営
業
支

店
長
大
町
和
義
様
よ
り
N
T
T
の
現
状
等
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
後
に
、
議
長
に
菅
原
武
人
さ
ん
を
選

出
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
2
7
年
度
事
業
報
告
、
収

支
報
告
、
2
8
年
度
事
業
計
画
等
の
議
案
を
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
。
議
案
書
に
は
無
か
っ
た
部
分
で
は

あ
っ
た
が
会
員
等
の
訃
報
情
報
（
個
人
情
報
）
　
の
共

有
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
、
次
回
総
会
頃

ま
で
に
は
、
〓
疋
の
方
向
性
を
見
つ
け
る
為
に
継
続

事
項
と
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
懇
親
会
を

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

日
N
T
T
古
川
O
B
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

日
月
1
1
日
、
加
美
町
「
中
新
田
ふ
れ
あ
い
の
森
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
を
会
場
に
第
3
0
回
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
3
0
回
と
い
う
節

目
の
大
会
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
参
加
者
も
3
0
人
を
数

え
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝
　
中
鉢
　
勉
　
　
準
優
勝
　
中
鉢
　
信
子

守
っ
て
ま
す
か
？
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

飲
酒
運
転
・
2
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
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記念樹「いろは紅葉」を植樹

第
3
0
回
日
の
記
念
す
べ
き
大
会
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
、
昨
年
1
1
月
中
新
田
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
玄
関
南
側

に
記
念
樹
と
し
て
「
い
ろ
は
紅
葉
」
を
植
樹
し
ま
し

た
。
新
緑
の
季
節
を
迎
え
た
今
は
青
々
と
若
葉
が
萌

え
、
ま
た
こ
れ
か
ら
秋
に
向
け
て
は
「
黄
色
」
「
赤
色
」

と
変
色
す
る
等
、
皆
様
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

ど
う
か
中
新
田
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
を
訪
れ
た
時
は
御
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

達
自
ら
楽
し
み
な
が
ら
毎
日
の
暮
ら
し
に
何
ら
か
の

形
で
関
っ
て
い
て
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま

す。
ま
た
悩
み
事
が
あ
っ
た

り
し
た
ら
、
集
ま
っ
た
時

に
こ
ん
な
時
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
相
談
す
る
こ

と
も
出
来
、
私
も
こ
ん
な

こ
と
が
あ
る
、
あ
ん
な
こ

と
が
あ
る
と
話
は
だ
ん
だ
ん
発
展
し
辛
い
こ
と
も
少

し
ず
つ
薄
ら
い
で
来
て
自
分
な
り
に
安
堵
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

折
り
紙
と
い
え
ど
も
結
構
頭
を
使
っ
て
し
ま
い
苦

笑
し
て
し
ま
い
ま
す
。
け
れ
ど
作
品
は
か
わ
い
い
し

心
に
く
い
程
、
使
い
勝
手
が
あ
り
な
か
な
か
い
い
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
1
つ
の
こ
と
を
会
員
皆
で
話

佃
マ
ル
チ
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
2
8
年
度
総
会
を
4
月
日
日
開
催
し
、
今
年
度

の
活
動
計
画
を
話
合
い
ま
し
た
。
主
に
茶
道
を
中
心

に
節
節
に
合
っ
た
手
芸
、
料
理
、
健
康
体
操
等
、
私

し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
意
気
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
思
い
が
あ
る
か
ら
新
し
い
事
に
も
興
味
を
持

ち
、
前
向
き
に
過
ご
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

1
カ
月
に
1
度
、
皆
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
今
ま
で

過
ご
し
て
来
た
日
常
の
出
来
事
も
何
に
で
も
応
用
出

来
そ
こ
か
ら
新
し
い
事
も
芽
生
え
て
来
ま
す
。

お
話
す
る
こ
と
で
ま
た
新
し
い
や
る
気
、
勇
気
が

わ
き
『
会
』
そ
の
も
の
が
ま
す
ま
す
楽
し
く
親
睦
も

非
常
に
深
い
も
の
に
な
っ
て
ま
す
。

㈲
古
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

平
成
2
8
年
度
（
第
1
7
回
）
古
川
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
総

会
が
古
川
退
職
者
サ
ロ
ン
で
会
員
の
多
く
が
出
席
し

各
種
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
長
　
菊
地
　
清
和
　
旧
会
長
　
大
高
　
保
雄

大
変
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

平
成
2
7
年
度
の
成
績

・
6
月
大
会

優
勝
　
永
塚
　
照
敏
　
　
準
優
勝
　
菊
地
　
清
和

・
9
月
大
会

優
勝
　
菊
地
　
清
和
　
　
準
優
勝
　
大
高
　
保
雄

・
1
1
月
大
会

優
勝
　
大
高
　
保
雄
　
　
準
優
勝
　
扇
子
　
博
行

・
3
月
大
会

優
勝
　
永
塚
　
照
敏
　
　
準
優
勝
　
扇
子
　
博
行

今
年
も
毎
週
木
曜
日
に
退
職
者
サ
ロ
ン
で
勉
強
会
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囲碁技術の向上と
会員の親睦を図っています
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を
行
い
皆
様
と
楽
し
く
囲
碁
技
術
の
向
上
と
愛
好
者

相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

尚
2
8
年
度
大
会
は
「
春
季
」
「
秋
季
」
「
打
ち
初
め
」

の
3
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
優
勝
す
る
と
昇
段
昇

級
し
ま
す
の
で
勉
強
会
は
真
剣
で
す
。

と
思
い
つ
つ
何
年
た
っ
て
も
上
達
し
な
い
自
分
が
歯

薄
く
て
何
時
に
な
っ
た
ら
上
手
く
な
る
の
だ
ろ
う
と

毎
回
、
悪
戦
苦
闘
で
す
。

ま
た
折
り
紙
や
手
芸
を
会
の
方
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
り
と
楽
し
い
時
間
に
感
謝
で
す
。

そ
れ
か
ら
年
に
1
度
、
写
生
と
称
し
お
弁
当
持
参

で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
お
出
掛
け
で
す
。
あ
る
時
は

退
職
さ
れ
た
方
の
ご
自
宅
の
お
庭
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
公
園
の
花
を
愛
で
た
り
と
退
屈
な

日
々
の
流
れ
の
中
で
私
に
と
っ
て
絵
手
紙
の
会
は
幸

福
を
感
じ
る
充
実
し
た
時
間
で
す
。

退
蔵
し
て
何
を
し
て
い
い
の
か
自
問
自
答
し
て
い

き
今
に
至
り
ま
す
。

素
敵
な
出
合
い
に
乾
杯
－
・
！

毎
回
、
花
ば
か
り
措
く
の
で
は
な
く
、
季
節
に
応

じ
て
年
賀
状
作
成
、
お
雑
株
、
暑
中
見
舞
（
退
職
さ

れ
て
お
独
り
で
生
活
し
て
い
る
方
々
へ
毎
年
、
絵
手

紙
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
）
、
ク
リ
ス
マ
ス
等
工

夫
を
凝
ら
し
、
ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝

の
気
持
ち
を
笑
顔
で
お
返
し
で
す
。

㈲
花
野
乗

花
野
果
は
月
1
回
の
絵
手
紙
の
会
で
す
。

四
季
折
々
の
草
花
を
会
の
皆
様
方
が
持
ち
寄
り
好

き
な
花
を
葉
書
に
措
き
ま
す
。
時
に
は
珍
し
い
花
や

花
の
名
前
を
再
認
識
し
た
り
「
可
愛
い
花
だ
ね
、
こ

れ
は
茶
花
だ
ね
」
と
か
花
談
義
で
毎
回
、
小
さ
な
感

動
が
あ
り
ま
す
。
と
は
言
え
私
は
横
目
で
皆
様
の
措

い
て
い
る
絵
を
眺
め
て
は
（
上
手
い
も
ん
だ
な
あ
～
）

⑳
小
牛
田
ク
ラ
ブ

◎
新
年
会
開
催

第
1
7
回
目
と
な
る
恒
例
の
新
年
会
を
、
平
成
2
8
年

1
月
1
6
日
に
、
2
3
名
の
参
加
者
を
迎
え
小
牛
田
駅
前

の
　
「
上
野
屋
食
堂
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
は
事
務
局
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
信
夫
会
長
の

年
頭
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
電
友
会
顧
問
の
菊
地
棟

の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
へ
と
入
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
古
川
地
区
協
議
会
様
よ
り
遊
佐
会
長
始

め
幹
部
の
方
3
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
遊
佐
会
長

よ
り
「
退
職
者
の
会
」
　
の
現
状
報
告
を
頂
き
、
祝
宴

で
は
、
お
互
い
の
近
況
を
語
り
合
い
、
全
員
の
無
事

を
確
認
し
、
楽
し
く
新
年
を
寿
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
話
に
花
が
咲
き
、
古
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平成28年度
小牛田クラブ新年会
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遠刈田温泉「さんさ亭」へ
1泊旅行

川
・
小
牛
田
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
な
り
盛
大
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
大
原
副
会
長
の
締
め
の
乾

杯
を
い
た
だ
き
、
今
年
も
全
員
が
飛
躍
の
年
に
な
れ

ま
す
よ
う
祈
念
し
、
5
月
開
催
の
定
期
総
会
で
の
再

会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

た
。
信
夫
会
長
の
挨
拶
で
は
「
少
人
数
の
当
ク
ラ
ブ

が
3
0
年
に
亘
り
総
会
開
催
が
で
き
て
い
る
と
い
う
事

は
、
当
ク
ラ
ブ
の
礎
を
築
い
て
く
れ
た
諸
先
輩
方
々

と
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
会
員
相
互
の
信
頼
関

係
が
あ
れ
ば
こ
そ
」
と
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
来
賓
の
お
2
人
か
ら
は
、
総
会
開
催
の
ご
祝
辞

と
N
T
T
の
最
新
情
報
と
退
職
者
の
会
の
活
動
状
況

の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
太
田
忍
君
を
議
長
に
選
出
し
、
全
て
議
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
の
懇
親
会

◎
定
期
総
会
開
催

電
友
会
小
牛
田
ク
ラ
ブ
第
3
0
回
定
期
総
会
を
5
月

1
6
日
に
小
牛
田
駅
前
の
友
栄
会
館
で
、
来
賓
に
大
町

和
義
N
T
T
東
日
本
古
川
営
業
支
店
長
、
遊
佐
賢
二

N
T
T
労
働
組
合
退
職
者
の
会
古
川
地
区
協
議
会
長

を
お
迎
え
し
、
会
員
2
1
名
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
探
健
・
笑
は
こ
こ
だ

1
1
月
8
日
～
9
日
平
成
2
7
年
度
2
回
目
の
1
泊
旅

行
会
を
遠
刈
田
温
泉
「
さ
ん
さ
亭
」
　
へ
参
加
者
目
名

で
開
催
し
ま
し
た
。
宿
ま
で
は
、
仙
台
駅
か
ら
の
送

迎
バ
ス
で
宿
に
向
か
い
ま
し
た
。

宿
で
は
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か
り
、
夜
の
宴
会

で
は
料
理
を
大
い
に
堪
能
し
、
カ
ラ
オ
ケ
等
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
翌
日
は
、
2
8
年
度
も
健
康

で
旅
行
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。

佃
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
8
年
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
総
会
を
、
4
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平成28年度
パークゴルフ愛好会総会

巾戊27年晩

NTT宮城グループOB・0は流会
」に1．il追．溝－．1三念l卜

平成27年度m宮城グループOB・OG交流会
記念撮影

パークゴルフサークル

納会模様
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月
1
日
2
7
名
の
参
加
で
加
護
坊
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
川
越
清
子
さ
ん
、
太
田
忍
さ
ん
、
下
山
正

男
さ
ん
を
新
会
員
に
迎
え
平
成
2
7
年
度
の
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
、
2
8
年
度
事
業
計
画
等
の
確
認
を
し

引
き
続
き
参
加
者
仝
責
で
定
期
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

1
0
月
2
3
日
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
。
O

B
・
O
G
5
2
名
が
参
加
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
を
楽

し
み
な
が
ら
、
和
や
か
に
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

好

佃
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

毎
月
1
回
活
動
中
。

⑳
石
巻
電
友
会

◎
2
7
年
度
O
B
・
O
G
交
流
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

1
2
月
例
会
は
納
会
を
兼
ね
て
実
施
。
優
勝
は
2
7
年

も
中
山
さ
ん
、
準
優
勝
は
伊
藤
誠
七
さ
ん
。
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どれどれ、美味しそう

そば打ち体験参加メンバー
美味しくいただきました！

ひとくちメモ 

◎隠閑適⑳開会蟹箆 

＿魚群欝裸戦潜没滞雄芳鮮浣現場　　　　・t・nl・‾j・、ノ》八汐．悠＿藻草章宮岩野 

N軍帯食第時金基金 

■U・∵∴十㌦ト∵旬∴ト∵十∵」バ守∵ 

享主柱専圭書甘言∵阜コ∵∵ 

■予㍉㍗∵廿・十二・十∵十日∵1ミ 

欝草窯．八、、′削畿章U） 

悶耳管睡魔健険観念 

∵町「予言刀町立虹㍉日工㌧予U畔 

‾‾鮒、；ノー・墓ノ；・鮎．藁饅還り〈…．済欒農芸藁餞＿、裏書深＿薫雲㌍書ノ、∧宣告賽字書 

喝最適億輿臍会　福覿厚生お審磯観念惚汐汐 

∵㌍　一丁㌦古井＋∵＼‥「虹∵十十∴リヒトミナフウシ） 
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◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

1
0
月
、
G
r
e
e
n
 
W
i
t
h
 
T
e
a
m
 
N
T
T

気
仙
沼
大
島
に
3
名
参
加
。

◎
蕎
麦
打
ち
体
験
教
室

の
開
催

1
1
月
、
曽
根
務
さ
ん
、

蛭
田
隆
さ
ん
を
講
師
に

1
5
名
が
参
加
。
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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